
小学校・第6学年・国語科 

実践名「人の著作物には、著作権があることを知り尊重する」 

小学校第６学年国語科学習指導案 

日時：平成２３年１０月７日（金） 

場所：八代市立有佐小学校 第６学年教室 

授業者：教諭 近 松 茂 治 

１ 単元名 自分の考えを明確に伝えよう「『平和』について考える」 

資料 「平和のとりでを築く」 

２ 単元について 

（１）単元のねらい 

本単元は、「平和」をテーマに意見文を書いたり、スピーチをしたりする言語活動を通し、「書くこと」 

と「話すこと・聞くこと」を関連させて指導することをねらいとしている。 

児童は、1学期の長崎への修学旅行に際し、一発の原子爆弾によって長崎市が大きな被害を受けたという 

事実を、被爆体験講話や施設の見学を通して体験的に学んでいる。資料「平和のとりでを築く」は、長崎 

市と同じく一発の原子爆弾によって大きな被害を受けた広島市で、その象徴でもある「原爆ドーム」が世 

界遺産に登録されるまでの歴史的事実を通し、平和を守るためには人々の心の中に「平和のとりでを築く」 

ことが必要であるということを訴えている。 

児童は、筆者の主張と今までの自分の「平和」に対する考えとを比較することを通し、新たな課題を発 

見することができると考える。その課題をもとに自分の考えを仮の要旨としてまとめ、それが説得力を持 

つような具体例や資料を集める中で要旨を確定し、効果的な構成を考えながら意見文を書いていく。学習 

の中では、自分の意見が説得力をもつようするには、どのように文章を引用すればよいかも学ぶことが必 

要になる。 

更に、自分の意見をスピーチするという目的で、意見文をもとに話の構成を工夫したり、場に応じた適 

切な言葉遣いで話すことや、話し手の意図をとらえながら聞き、自分の意見と比べるなどしてそれぞれの 

考えを広げ合う学習も行うことができる。 

自分にとっての「平和」とは何かをじっくり考えながら、「書くこと」と「話すこと・聞くこと」の力を、 

総合的に身につけさせることのできる単元である。 

（２）系統について 

（１０月）本単元 

自分の考えを明確に伝えよう 

「『平和』について考える」 
<資料「平和のとりでを築く」> 
書ア・イ・エ・オ 

話・聞イ・エ 

伝イ（ア）（キ） 

（６月） 

町のよさを伝えるパンフレット 

をつくろう 

「ようこそ、 わたしたちの町へ」 

書ア・イ・ウ・エ・オ・カ 

伝イ（キ） 

（５月） 

相手の意図を聞き取り、自分の 

主張を伝えよう 

「学級討論会をしよう」 

・伝えにくいことを伝える 

話・聞くエ・オ 伝イ（カ） 

（１１月） 

読み取ったこと、感じたことを 

表現しよう 

「この絵、わたしはこう見る」 

書ア・ウ・カ 

伝イ（オ） 

（３月） 

聞く人の心に届くように発表し 

よう 

「今、わたしは、ぼくは」 

話・聞ア・イ・ウ・エ 

伝イ（キ）（ク）



（３）児童の実態について（在籍数３３名） 

平成２２年度熊本県学力情況調査の定着率を観点ごとに県平均と比較すると、「話す・聞く能力」７２． 

７％（県６１．５％）、「書く能力」８２．８％（県６５．７％）と両観点ともに県平均を上回っている。 

しかし、設問ごとに分析を行うと 

「話すこと・聞くこと」（設問１）◎３７．５％ ○０％ △０％ ×６２．５％ 無答０％ 

「書くこと」（設問２７）◎９．４％ ○８４．４％ △０％ ×３．１％ 無答３．１％ 

「書くこと」（設問２８）◎４３．８％ ○２８．１％ △６．３％ ×９．４％ 無答１２．５％ 

という結果から、話の意図をとらえながら聞く能力や、資料に示されている情報から課題を見出し、身近 

な問題と重ねながら自分の考えを書く能力に課題があると考えられる。 

また、前単元でのパンフレットを作る学習では、自分の課題に応じて取材して集めた材料からそのまま 

書き写す児童が多く、目的に応じて本や文章を引用する方法を学ばせる必要がある。 

（４）指導にあたって 

ア 意見文を書く目的を、修学旅行でお世話になった被爆体験講話の講師の方にメッセージを送るとし、 

児童が学習に意欲的に取り組めるようにする。また、意見文からスピーチの学習への接続に関しては、、 

12歳の自分たちから未来の自分にメッセージに送ろうという目的を示し、ビデオ撮影をすることを予告 

することで、児童の学習への意欲が継続するようにする。 

イ 自分の意見に説得力をもたせる資料を集めさせるために、教室に「平和」に関する図書のコーナーを 

図書指導員と協力して設置し、学習に並行して読書を行わせる。 

ウ 意見文やスピーチに説得力を持たせるための構成例や、具体例や本などの文章からの引用の仕方を具 

体的に指導し、児童に言語活動の具体的な方法が身に付くようにする。 

エ 個に応じた指導ができるよう、それぞれがどのような題材をもとに、どのような取材をしているかを 

把握し、適宜助言を行うようにする。 

（５）情報モラル教育の視点から 

ア 本単元は情報モラル教育のモデルカリキュラム「１情報社会の倫理ｂ３－１ 情報にも、自他の権利 

があることを知り、尊重する。」との関連を重視して展開する。 

イ 本などの文章から引用する場面では、自分の意見に説得力を持たせるためという目的を明確にさせる。 

ウ 実際に引用する場面では、原文に正確に行うことや、引用した部分と自分の考えとの関係を明確にす 

ることに注意する。また、出典を必ず明記すること、引用部分が適切な量になることを指導し、著作権 

を尊重し、保護する態度が育つようにする。 

（６）人権教育の視点から 

互いに書いたものを読み合う中で、一人一人の考えには違いがあることに気付き、お互いの文章のよさ 

を感じ取ったり、考えを広げたりする活動ができるよう、互いに認め合う雰囲気作りを大切にしていく。 

３ 単元の目標 

（１） 「平和」に関して自分の考えたことを伝えたいという願いを持ち、読み手や聞き手に伝わるように根拠 

となる事実や具体的な事例を引用しながら説得力ある意見文を書こうとしたり、意見を主張しようとした 

りすることができる。 

（２） 「平和」をめぐる自分の意見が説得力をもつよう具体例や資料を集め、意見を明確に伝えるために文章 

全体の効果を考え、意見文を書くことができる 

（３） 意見文をもとに、話の構成を工夫しながら場に応じた適切な言葉遣いで意見を主張することができると 

ともに、話し手の意図をとらえ、自分の意見とくらべながら聞き、助言や提案をすることができる。 

（４） 書き言葉と話し言葉の違いに気付いたり、文や文章にはいろいろな構成があることについて理解したり 

することができる。



４ 単元の評価規準 

国語への関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 
言語についての 

知識・理解・技能 

話すこと・聞くこと ア「資料を提示しながら説明をしたり、それらを聞いて助言や提案をしたりすること」 

書くこと イ「自分の課題について調べ、意見を記述した文章を書くこと」を通した指導 

① 自分の考えたことを 

伝えたいという願いを 

もち、 それが伝わるよう 

に事実や考えたことな 

どを関係付けたり比較 

したりしながら、 効果的 

に書き表そうとしたり、 

話したりしようとして 

いる。 

① 目的や意図に応じて、 

事柄が明確に伝わるよ 

うに話の構成を工夫し 

ている。（イ） 

② 自分の意見が伝わる 

ように、 声の出し方を工 

夫したり、 言葉を選んだ 

りしている。（イ）。 

③ 話し手の意図をとら 

えながら聞き、 自分の意 

見と比べながら考えを 

まとめている。（エ） 

① 自分自身の経験や、 読 

んだ資料、 友達との意見 

の交流などから、 意見を 

述べる文章に書く題材 

を決めている。（ア） 

② 題材に関する情報を 

集めて自分の考えを明 

らかにしたり、 その考え 

を支えるための根拠や 

事例となる材料を集め 

たりしている。（ア） 

③ 意見を述べる文章に 

必要な構成を考えて、 集 

めた材料を構成してい 

る。（イ） 

④ 文章や発言を引用し 

たり、 自分の考えの根拠 

となる事実を表す図表 

やグラフを用いたりし 

て、 自分の意見が説得力 

をもって伝わるように 

書いている。（エ） 

⑤ 書いた文章を読み返 

し、 意見が効果的に表現 

できているところを確 

かめたり、 意見とそれを 

支える根拠、 具体化する 

ための事例の選択など 

について改善すべき点 

を見つけ、 書き直したり 

している。（オ） 

① 文章には色々な構成 

があることについて理 

解し、 目的に合った構成 

を選んで書いている。 

（イ（キ）） 

② 話し言葉と書き言葉 

とでは、 表現上の特質な 

どに違いがあることに 

気付き、 その特質に注意 

して話したり聞いたり 

している。（イ（ア））



５ 単元の指導計画 

時 学習活動 指導上の留意事項 関 話 ・聞 書 言 評価基準及び評価方法 

１ 資料 「平和のとりでを築く」 

を読んで感想を書き、学習 

の流れを見通す。 

児童に学習の見通しを持た 

せ、興味・関心が高まるよう 

にする。 
○ 

関心・意欲・態度① （ノート） 

学習課題を理解し、進んで 

「平和」について考えようと 

している。 

２ ユネスコ憲章の一文につい 

て話し合うことを通して、 

平和についての自分の考え 

を持つ。 

「平和」を身近な話題と結び 

つけて考えて行けるように 

工夫する。 
○ 

書く①（ワークシート） 

ユネスコ憲章や自分の経験 

をもとに、意見文に書く題材 

を書いている。 

３

本

時 

教科書の意見文の例を読 

み、 意見文の書き方を知る。 

意見文の構成と資料の引用 

とを関連させて話し合わせ 

ることで、児童自らの意見文 

に生かせるようにする。 

○ 

知識・理解・技能①（ワーク 

シート） 

文章構成の視点から資料の引 

用について考えている。 

４ 平和についての自分の考え 

の中心を短く文章にまと 

め、「仮の要旨」を決める。 

第２時で書きまとめたもの 

を一覧表にして配付し、参考 

にさせる。 

○ 

書く①（ノート） 

「仮の要旨」をまとめてい 

る。 

５

６ 

意見に説得力を持たせるた 

めに具体例や資料を集め、 

要旨を確定する。 

集めた資料が要旨に対して 

整合性があるかを検討し、資 

料を選ぶようにさせる。 

○ 

書く②（ノート・観察） 

自分の要旨に合った、具体例 

や資料を集めている。 

７

８ 

意見文の構成を考え、記述 

する。 

見出しを書いたカードを並 

び替えさせながら、文章構成 

を考えられるようにする。 

○ 

書く③（ワークシート） 

意見を述べるのに効果的な 

構成を考えている。 

書く④（ワークシート） 

自分の意見が説得力をもつ 

ように、正しく文書を引用し 

ている。 

９ グループで表現や構成につ 

いて助言し合う。 

グループで読み合いながら、 

意見文が更によい内容にな 

るよう助言し合わせる。 

○ 

書く⑤（発言・観察） 

友達の意見文に対する感想 

や表現の助言を与えている。 

10

11 

例となるスピーチを聞き、 

意見文をもとに、スピーチ 

の構成を考える。 

書き言葉と話し言葉では、ど 

のように違うかを話し合わ 

せる。 

○ ○ 

知識・理解・技能① （ノート） 

話し言葉と書き言葉の違い 

に気付いている。 

話す・聞く① （ワークシート） 

意見を伝えるために効果的 

なスピーチ構成を考えてい 

る。 

12 例となるスピーチを聞き、 

音声面での工夫を確認す 

る。 

音声面で気を付けることを 

理解し、自分のスピーチに生 

かすよう助言する。 

○ 

話す・聞く② （ワークシート） 

スピーチをするときの音声 

面での工夫を考えている。 

13 スピーチの練習をし、より 

よいスピーチとなるように 

助言し合う。 

声の出し方の工夫、資料の効 

果的な使い方など、評価し助 

言していく。 
○ 

話す・聞く②（観察） 

自分の考えが効果的に伝わ 

るように話し方を工夫し、練 

習している。 

14 話し手が何をつたえたいか 

を考えながら、スピーチを 

聞き、感想をまとめる。 

聞き手として、話し手の意図 

を聞き取ることに力を入れ 

させ、感想として聞き取った 

ことを表現させる。 

○ 

話す・聞く③ （ノート・観察） 

自分の意見や根拠と対比し 

ながら、スピーチを聞いてい 

る。



６ 本時の学習（ ３／１４時間 ） 

（１）本時の目標 

意見文の構成例を知り、教科書の意見文が資料をどう引用しているかを考えることを通し、説得力ある 

意見文の構成について理解することができる。 

（２）展開 

過

程 

時

間 

学習活動 

○主な発問 □指示 
予想される児童の反応 指導上の留意点・評価 備考 

導

入 

5 

１ 意見文の構成例を知り、 

モデルとなる意見文を読 

む。 

○中原さんの意見文の空いた 

部分には、 何が書かれている 

でしょう。 

・意見文はどのように書くの 

かな。 

・空いた部分にはどんなこと 

が書かれているのかな。 

○資料を引用して反論に答えて 

いる部分を空欄にした教材文 

を示すことで、児童の意識を 

焦点化する。 

徹底指導（ポイント） 

◎意見文の構成例を視覚的にわ 

かりやすく示し、教材文の構 

成を捉えられるようにする。 

提示用 

の教材 

文 

３ 

２ 本時の課題をつかむ。 

□意見文の書き方について考 

えていきましょう。 

・どちらの資料を使ったのだ 

ろう。 

○実際の本を準備することで、 

児童に意見文を書くという状 

況を設定し、児童が意欲的に 

課題解決を行なえるようにす 

る。 

資料の 

示す本 

展

開 

５ 

３ 中原さんの構成の要点を 

押さえ、資料を読む。 

□どちらの資料を引用する 

と、反論に答えることがで 

きるか考えましょう。 

・ 「身近なところから暴力をな 

くすこと」というのが中原 

さんの意見で、身近な暴力 

事件を根拠にしている。 

・相手が先に暴力をふるった 

ときはという反論を予想し 

ている。 

徹底指導（ポイント） 

◎述べられている意見、根拠と 

なる具体例、予想される反論を 

教材文から押さえた上で、二つ 

の資料を読ませる。 

ワーク 

シート 

10 

４ 課題について自分の考え 

をまとめる。 

□どちらの資料を引用したら 

よいか、 自分の考えを書きま 

しょう。 そう考えた理由も書 

きましょう。 

・二つの資料の違いは何だろ 

う。 

・身近な暴力をなくすことと 

関連しているのはどちらか 

な。 

能動型学習（ポイント） 
◎ワークシートを工夫し、でき 

るだけ自分の力で考えをまと 

められるようにする。また、 

そう考えた理由を書かせるよ 

うにする。話し合いは、まず 

班で行い、その後全体に広げ、 

考えが深まるようにする。 

Ａ基準：両方の資料に触れなが 

ら、自分の考えをまとめている。 

<B基準に達しない児童への手立て> 

二つの資料に線を引いたり、班 

での話し合いの中で学び合わせ 

たりする。 

15 

５ 課題について話し合う。 

□班ごとに話し合い、意見を 

まとめ、全体に発表しまし 

ょう。 

・ 「軍隊をすてた国」であるコ 

スタリカの資料を引用した 

ほうがいいと思います。 

・ 「平和を作る教育」の方が、 

平和の捉え方が似ていると 

思います。 

・ 「子どもたちの戦争」は、戦 

争を無くすことを直接訴え 

るのには使えると思いま 

す。 

整

理 
7 

６ 自分たちの資料の引用の 

仕方と比較し、本時のまと 

めをする。 

○中原さんの引用の仕方と、 

今までの引用の仕方との違 

いはなんですか。 

・今までは、本から書き写し 

ていたな。 

・引用の仕方にも、ルールが 

あって、それを守ることが 

著作権を守ることにつなが 

るんだ。 

徹底指導（ポイント） 

◎教材文の引用の仕方と自分た 

ちとを比較させ、引用につい 

てはルールがあり、著作権を 

尊重することの大切さを押さ 

える。 

過去の 

児童作 

品 

中原さんは、反論に答えるためにどちらの資料を引用したか。 

◆知識・理解・技能①（ワークシート） 

Ｂ基準：文章構成の視点から資 

料の引用について考えている。 

【言語活動】（設定の意図） 

単元を貫く言語活動として設定した 

「意見文を書く」活動を通して、自分の 

意見が説得力を持って伝わるように資 

料を活用し書く能力を身に付けさせる。



７ モデルカリキュラムの位置づけ 

情報モラル 道徳、各教科・特別活動 他 

a3：発信する情報や情報社会での行 

動に責任を持つ。 

道徳 男女の友情と協力「言葉のおくりもの」 

2-(3) 信頼友情 「互いに信頼しあって友情を深め、 男女相互に理解し、 

協力する態度を養う。」 

b3：情報に関する自分や他者の権利 

を尊重する。 

道徳 共にいきる「町で出会った車いすの人」 
2－(2) 思いやり、親切「生涯を持った人がくらしやすい町をつくって 
いこうという心情を育てる。」 

国語 町のよさを伝えるパンフレットを作ろう「ようこそ、わたしたち 

の町へ」 
必要な材料を集め、効果的な構成や記述のしかたを考えて、パンフレ 
ットを作る。 

国語 自分の考えを明確に伝えよう「『平和』について考える」 
「平和」をめぐる自分の意見が説得力をもつように具体例や資料を集 

め、意見を明確に伝えるために文章全体の構成の効果を考えることが 
できる。 

c3：情報社会でのルール・マナーを 

遵守できる。 

道徳 規律ある生活「修学旅行の夜」 
1－(3)自由・規律「自由の大切さを理解し、自他の自由を尊重すると 
ともに、規律ある行動をしようとする態度を養う。」 

d3：情報社会の危険から身を守ると 
ともに、不適切な情報に対応で 
きる。 

e3：情報を正しく安全に利用するこ 

とに努める。 
社会 戦争と人々のくらし 

アジア・太平洋に広がって行なわれた戦争について調べ、戦争拡大の 

経緯や国民生活の様子、 国内外の被害などについて理解を深めさせる。 

f3：安全や健康を害するような行動 
を抑制できる。 

体育 病気の予防「病気の起こり方」 
病気は、病原体、体の抵抗力、生活行動、環境が関わり合って起こ 
ることを理解する。 

g2：生活の中で必要となる情報セキ 

ュリティの基本を知る。 

h ： 情報セキュリティの確保のため 

に、対策・対応がとれる。 

i2：情報社会の一員として、公共的 

な意識を持つ。 

道徳 よりよい校風「先輩の心を受け継いで」 
4－(6)愛校心「最上級生としての役割を自覚し、学校に愛着を持ち、 
進んで立派な校風を作ろうとする態度を養う。」


